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1.はじめに 
近年、コンピュータは様々な目的で利用され
ている。例えば、「絵を描く」という目的に対
して様々なソフトウェアが存在しているように、
コンピュータの用途が増えるに従い、その用途
に利用できるソフトウェアの数はその用途の数
以上に増加している。従来、コンピュータには
様々な目的に対応するため、また、ユーザ自身
がさらに必要なソフトウェアをインストールす
ることもあり、たくさんのソフトウェアがイン
ストールされている。それにより利用するユー
ザ、特にコンピュータをあまり使い慣れていな
いユーザは、逆にどれを使えば良いのか迷って
しまう場合がある。 
そのために、ショートカットアイコンや、プ
ログラムランチャというシステムが存在する。
これらは普段良く使用するソフトウェアのアイ
コンをデスクトップやタスクバー、または専用
の領域に登録することにより、容易に起動でき
るというものである。特にプログラムランチャ
に関しては、ショートカットアイコンやタスク
バー常駐アイコンの問題点（デスクトップが煩
雑になる、タスク表示の領域が狭くなる、等）
を解消しているシステムである。しかし、これ
にも次のような問題点がある。 
１）登録するアイコンの数が多くなると目的の
ソフトウェアを示すアイコンを見つけにくい。 
２）アイコンがソフトウェア自身を示している
場合が多いため、何の作業をするのに適してい
るのか等、対象となるソフトウェアの情報を知
っていなければならない。 
これら２つの問題点が初心者ユーザにとって
負荷となっている。そこで本研究では、ソフト
ウェア自身の用途がわからなくても、ユーザの
利用目的を入力することによりソフトウェアを 

推薦するシステムの構築を目指している（図 1）。 
2.ソフトウェアの分析  
システムの構築にあたり、一般的にどのよう
な目的に対してどのソフトウェアを利用してい
るのか調査を行った。普段日常的にソフトウェ
アを使用していて、ソフトの特性を理解して使
用しているユーザ（エキスパート）が、パソコ
ンにインストールされている多数のソフトウェ
アの中で、主にどのソフトを使用しているのか、
使用しているソフトの名称、目的を調査した。 
・対象者：１週間に５日以上パソコンを使用し
ているユーザ１０人 
・回答数：１０ 
このアンケートでは、Word[5]をはじめとした、
４３種類のソフトウェアの名前が挙げられた。
次に、４３種類全てのソフトウェアを対象とし
て、それを普段よく使っているかどうかを調査
した。 
・対象者：１回目のアンケートに答えた１０人 
・回答数：８ 
結果、「普段よく使っている」、という回答が
半数以上得られたものは、Word、EXCEL[6]、ペ
イント[7]等１７種類あった。大まかに、文書作
成系ソフト、マルチメディア系ソフト、インタ
ーネット関連系ソフトに大別できた。 
 アンケートの結果から一般的に使用されてい
ると思われる１７種類のソフトウェアを、本シ
ステムで推薦することのできるソフトウェアと
して決定した。 

 
図 1：具体的な動作の相違点 
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図 2：システム画面例 

 
3.ソフトウェアの推薦 
 アンケートの結果、それぞれのソフトウェア
の特性は対象物と動作によって構成できるとわ
かった。そこで、本システムでは対象物と動作
を指定することによって特定のソフトを推薦す
る。以下に具体例を挙げる。 
・絵（対象物）＋描く（動作）→ ペイントを
推薦 
・音楽（対象物）＋聴く（動作）→ CD プレイ
ヤー[8]を推薦 
・メール（対象物）＋書く（動作） 
→ Outlook[9]を推薦 
4.プロトタイプシステム 
 プロトタイプシステムは、普段ソフトウェア
を使い慣れているユーザにはあまり有用性が感
じられない可能性があるため、また、決まった
ソフトウェアのみの起動ということで、システ
ムの対象者を初心者ユーザに限定して実験を行
う。 
本システムは、ユーザが直感的なアプローチ
をできるようにするため、利用目的の入力は対
象物アイコン＋動作アイコンの組み合わせによ
って行う。具体的には鉛筆、紙、音符マーク等
の、大まかな対象物のイメージを表すアイコン
群と、見る、書く、描く、などの動作を表すア
イコン群が準備されており、これらを組み合わ
せることにより利用目的を表現する（図２）。
また、アイコンの数が限定されているため、対
応するソフトウェアの数が増えても、アイコン
が増えることが無い。これにより先に述べた
１）の問題は解決する。そして２）の問題の解
決のために、利用目的を入力するという形を取
った。これにより、事前にそれぞれのソフトウ
ェアの用途を知っておく必要は無くなる。また、

利用目的を入力するという行動はユーザがソフ
トウェアを利用する前に考える事であり、この
点においてもより直感的に利用することができ
ると言える。 
5.おわりに 
 今後は、アンケートの結果からわかったソフ
トウェアを起動するためのアイコンの組み合わ
せを考え、それが本当に正しく目的のソフトウ
ェアを導き出せているか、さらにアンケートを
行うことにより確認する。そしてプロトタイプ
システムを実際に初心者ユーザに使用してもら
い、従来の操作との比較実験を行う。これによ
り本システムの有用性を調査する。その後、シ
ステムの本実装に向けての研究を行う。 
 本システムの問題点として、それぞれのユー
ザ環境により必ずしも同じソフトウェアがイン
ストールされているわけではないという点があ
る。そのため、ネットワークを経由して同じソ
フトウェアを使用できるシステム、もしくはそ
れぞれのユーザ環境に合わせて容易に設定がで
きるシステムを目指す予定である。 
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